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 急流河川である札内川では近年、複合的な要因により河道内の樹林化が著しく、礫河原が急

速に減少し、札内川特有の河川環境の衰退が懸念されている。そのため礫河原の更新環境を回

復させるため、札内川ダムの放流を活用した自然の攪乱リズムを復活させる取り組みを行って

いる。 
本稿は、ダム放流と出水により河道内で生じた樹木流亡や礫河原再生の効果検証を行った結

果を報告する。 
 

キーワード：再生・回復、自然環境、礫河原再生、樹林化 
 

１．はじめに 

札内川は一級水系十勝川の一次支川であり、中札内村、

帯広市、幕別町を流れている。空撮写真（写真-1上段）

を見てもわかるように礫河原が白く、広く、また清流日

本一 1) にもなったその流水は、河床の礫を覗き見ること

ができるほど透明度が高く美しい川である。 

2005年以降、特に支川戸蔦別川との合流点から上流の

区間（図-1参照。以下、上流区間という。）で河道内の

樹林化が著しい札内川では、礫河原が急速に減少してい

る 2) （写真-1）。これは、年最大流量や融雪期最大流量

が減少傾向2) により河道内の攪乱が発生しにくくなった

ためと考えられる。礫河原面積の減少により、ケショウ

ヤナギやチドリ類など、礫河原がなければ世代交代が困

難な動植物（以下、礫河原依存種という。）の衰退が懸

念されているため、ケショウヤナギ生育環境の保全に加

え、札内川特有の河川環境・景観の保全を目的とした礫

河原の再生を図る必要がある。 

2012年から札内川ダムからの放流を利用した各種試験

やモニタリングを実施している。2013年度からは、ダム

放流による効果を最大限引き出すため、河道内の旧川

（派川）を活用した礫河原再生の取り組みを行っている。

本稿では、3年間のダム放流と2014年に発生した台風11

号出水により生じた河道内の変化や各種調査結果を基に

礫河原再生の技術的な手法や取り組み効果の検証結果を

報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 上流区間と下流区間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 上段：広い礫河原がみられる札内川 

下段：礫河原がわずかとなった札内川 
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２．札内川ダムからの放流 

札内川ダムでは、夏の洪水期に向けて、非洪水期の平

常時最高水位EL474.0mから洪水貯留準備水位EL466.0mま

でダムの貯水位を低下させる操作を毎年7月1日までに行

っている（図-2）。 

図-2 自然再生ダム放流の操作イメージ 

 

ちょうどこの時期が、樹林化の原因となっているオノ

エヤナギ等の種子の散布時期（6月上旬～下旬 3) ）であ

ることに着目し、自然再生のためのダム放流は、種子流

亡効果をねらって、種子散布後期に合わせ6月下旬に約

120㎥/sの放流を実施している。これほどの放流は、通常

は洪水調節に伴い行われるものであり、利水者や地域の

方々のご理解の下、礫河原再生のために実施している操

作である。 

2012年～2014年までの放流実績は図-3のとおりである。

2014年のダム放流量は最大約115m3/sとなり、2012年の約

113m3/sより多く、2013年の約119m3/sより少なかった。上

札内橋地点における最大水位上昇量は約0.56m、最大流

速は3.2m/sを観測した（表-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 2012～2014自然再生ダム放流グラフ 

 
表-1 水位上昇量・最大流速（上札内橋地点） 

年 水位上昇量 最大流速

H24 0.81 m 2.5 m/s

H25 0.66 m 3.3 m/s

H26 0.56 m 3.2 m/s  
 

３．礫河原再生の手法 

(1)   放流効果の最大化 

札内川の樹林化は特に上流区間で顕著であるが、2011

年には礫河原面積が若干回復している（図-4）。これは

2011年9月に発生した出水により変化したものである。 

 

 

 

 

 

 

 
図-4 河道内の樹林面積の変化（札内川上流区間）2) 

 

この2011年出水では、河道内の旧川（派川）沿いの湾

曲外岸側や旧川流入部で比較的大規模な樹木流亡が発生

している場合が多かった（写真-2）。この点に着目し、

ダム放流の効果を最大限に引き出すための手法として平

成25年から「旧川引き込み」を実施している。 

これは2011年出水でも変化が小さかった旧川が存在し、

その旧川は土砂が流入部に堆積し閉塞していることが分

かったことから、これを除去した後、ダム放流を行うこ

とで川の営力を利用した比較的大規模な樹木流亡が期待

できるのではないかと推察したものである。 

写真-2 1箇所あたりの樹木流亡面積（2011出水） 

 

(2)   旧川引き込みの実施 

旧川引き込み試験工区は、2013年には上札内橋下流で

2箇所、上流で1箇所を選定した。2014年には、その位置

選定技術の確立を念頭に上札内橋上流において、将来の

砂州発達による蛇行化を想定して、その直下流で旧川引

き込みを行うKP43.2（図-5）、過去の複列流路形状を考

慮した上で旧川引き込みを行うKP45.8（図-6）の2箇所

を選定した。旧川引き込み試験工区では、ダム放流前後

における①旧川引き込みの状況、②河床材料（粒径分

布）の変化、③横断形状の変化（主流路と旧川の比高

差）に着目してモニタリングを実施した。 

 

図-5 2014年 直線砂州工区（KP43.2） 
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図-6 2014年 複列流路工区（KP45.8） 

 

2014年の試験施工区2箇所について、ダム放流により、

狙いどおり流水を引き込むことができており、また平成

25年と同様に旧川内に堆積していた細粒土砂が掃流され

る現象や樹木及び草本流亡、河床材料の粗粒化や流路内

の比高差縮小が認められた。 

なお2013年に旧川引き込みを行った工区では、旧川流

入部が再び閉塞することなく、維持されていることを確

認した。 

これらは、主流路に集中していた流水が旧川引き込み

により分散され、主流路の無次元掃流力が低下し、引き

込んだ旧川のそれが上昇した結果である。 
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図-7 横断形状と無次元掃流力の変化 

（2013設置_湾曲砂州工区（KP41.4）） 

 

４．礫河原再生の効果 

(1)   樹木流亡 

2014年試験工区において、旧川内で樹木流亡及び草本

流亡が見られた。このことから自然再生のためのダム放

流及び旧川引き込みなどの最大化手法を継続することに

より、増加傾向であったオノエヤナギ等の侵入抑制効果、

つまり樹林化抑制の効果が期待されると考えられる。ま

たわずかではあるが、樹木流亡は礫河原面積の増加に寄

与している。 

 
写真-3 放流前の旧川状況（2014. 6.10） 

 
写真-4 放流後の旧川状況（2014. 7. 7） 

 

また2014年放流では、上札内橋上流左岸（主流路沿

い）で樹木流亡が見られたが、これについては、放流中

に撮影したビデオ映像から、水位がピークを記録した後

の下降中に流亡していることが分かった（図-8）。 

 
写真-5 樹木流亡箇所の例（2014. 6.26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-8 2014放流中ハイドロ（上札内橋地点） 

 

その樹木流亡箇所の横断形と水位に着目すると、樹木

が冠水したことによる流亡ではないことが分かる。急勾

配であった左岸河岸が水衝部となり、側岸侵食により河

岸が最大で約5.8ｍ後退し、その際に樹木が倒伏したも

のと考えられる（図-9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9 樹木流亡箇所の地形と水位の関係（上札内橋上流地点） 
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3年間の放流による樹木流亡面積に着目すると、旧川

引き込みを実施していない2012年よりも実施した2013年

以降の面積が多いことから旧川引き込みの効果が伺える

（図-10）。 
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図-10 放流による樹木流亡面積（上流区間集計） 

 

(2)   河床材料（粒径分布）の変化 

 2014年の試験工区2箇所についてもこれまでと同様に

放流による河床材料の粗粒化が確認された。 
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図-11 河床材料粗粒化状況（2014複列砂州工区KP45.8） 

 

2013年の試験工区については、粗粒化した状態が概ね

維持されていることを確認した。 
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図-12 河床材料粗粒化状況（2013湾曲砂州工区KP41.4） 

 

細粒土砂が少ないと、オノエヤナギ等の定着が困難に

なる。 

なお、ケショウヤナギは、玉石の多い河原に河畔林を

形成する樹木 4) であり、粗粒化した礫河原において定

着・成長することが可能である。 

 

(3)   横断形状の変化 
 ダム放流前・後に主流路（本川）と旧川の横断測量を

行い比高差の変化についてモニタリングを行った。 

 それまで流れが集中していた主流路の河床には堆積、

旧川は洗掘や拡幅が見られ、主流路と旧川の比高差が小

さくなった。2014年の試験工区でもおおむね同様の傾向

が見られた。 

2013年の試験施工区でも今年のダム放流後においても

旧川流入部が閉塞することなく維持されており、ダム放

流により比高差が縮小することで、主流路固定の傾向か

ら「流路変動しうる河道形状」に変化・維持していると

考えている（図-13）。 
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図-13 横断形状の変化（2014複列砂州工区） 

 

(4)   ヤナギ類の実生流亡 

2012 年のダム放流により冠水した礫河原では、オノ

エヤナギやエゾノキヌヤナギの実生が掃流され減少した

（図-14）5) 。そして 2014 年のダム放流後の調査により

礫河原面積は、微増となっていることから、ダム放流に

よって新たなヤナギ類侵入が抑制される効果があると考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

図-14 ダム放流前後のヤナギ類実生数の変化 

（2012調査結果） 

 

(5)   礫河原面積の変化 

これまで減少を続けていた上流区間の礫河原面積は、

ダム放流を始めた2012年からの3年間で維持・微増して

いる。2011年9月出水以降、出水が発生していないこと

から、これはダム放流及び旧川引き込みによる効果と考

えられる。 

仮に札内川の自然再生事業を実施せず、礫河原面積減

少が継続していたと考えた場合と比較すると約74haの効

果ということになる（図-15）。 
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図-15 礫河原面積の推移（上流区間集計） 
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５．出水（台風11号）による礫河原再生の効果 

 2014年6月に実施した自然再生ダム放流後の8月上旬、

台風11号による出水が発生した。この時の札内川ダムか

らのピーク放流量は約120㎥/sと6月の放流量と大きく異

なりはしないが、その放流時間（無次元掃流力が0.05を

超えると考えられる80㎥/sを超える時間）は6月放流の約

9時間に対し、約43時間と長時間であった。 

 しかし2011年9月出水と比較すると放流量、放流時間

ともに小規模で、その流量確率規模は2011年の約1/20に

対し、約1/3の出水であった（図-16）。 
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図-16 放流量比較グラフ 

 

 しかしながら出水前後の航空写真判読及び現地踏査に

よると比較的大きな変化が確認されている。特に旧川沿

いで樹木流亡など大きな変化が見られ、また旧川引き込

みを行った箇所だけでなく、旧川引き込み工区の下流側

でも流路の切り替わりや側岸侵食によると思われる樹木

流亡など比較的大きな変化が発生していることから、旧

川引き込みによる変化が下流へ伝播し、影響を与えたも

のと推察される。 

【変化の下流への伝播】
引き込み下流側でも多数の樹
木流亡が発生

引き込んだ下流側でも樹木流
亡し、右岸へ流路変動

主流路が旧川へ切り替わり、
旧川沿いで樹木流亡

下流右岸でも
樹木流亡

H26年8月(H26出水後)

 

 
写真-6 台風11号出水による樹木流亡箇所 

（2013湾曲砂州工区KP42.8） 

 

旧川引き込み試験工区は、2011年出水時に樹木流亡な

どの変化が小さかった箇所において選定したものであり、

2011年出水より小さい規模の今回の出水でも樹木流亡お

よび礫河原面積増加が比較的大きく発生しているという

ことは、自然再生ダム放流及び旧川引き込みによる効果

であると推察される。 

 
写真-7 台風11号出水前の旧川状況（2014. 7. 7） 

 
写真-8 台風11号出水後の旧川状況（2014. 9. 9） 

 

旧川への流路切り替わり等の大きな変化が発生した

2013湾曲砂州工区（KP42.8）、旧川への流入が少なく変

化が小さかった2013湾曲砂州工区（KP41.4）の縦断的な

地形に着目すると、水面勾配が水平に近くなり、不安定

さが増す地点「フシ」の直下流で旧川引き込みを実施す

ることが有効と考えられる（図-17）。今後、有識者の

指導を仰ぎながらことのことに関する検証を行う予定で

ある。 

H25湾曲砂州工区（KP42.8）

主流路

旧川

フシ

Ｈ２５年９月航空ＬＰデータ（河道内標高図）
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フシ：河床縦断勾配が水平に近く、平面的な河道変遷から横断

方向への流路変動が小さい箇所をフシと呼ぶ。6) 
ハラ：フシの上下流部において、横断方向に大きく変動し得る

区間をハラと呼ぶ。6) 
図-17 旧川引き込み位置と縦断形の関係 

▲台風11号出水 80 ▶  

▲ダム放流 
▼2011出水 

2014直線砂州工区（KP43.2） 

2014直線砂州工区（KP43.2） 

樹木流亡・稚樹流亡 

注）横軸は台風11号出水時のもの

2014 

2014 2014

2014 2011 

2011 

2014年8月（2014出水後） 

2013湾曲砂州工区（KP42.8） 

2013年9月航空LPデータ（河道内標高図） 

2013湾曲砂州工区 

（KP41.4） 

2013年9月航空LPデータ（河道内標高図） 



さらに今回の出水では、流路が固定化した直線流路区

間で砂州が発達し、その影響で側岸侵食が発生、流路が

蛇行化している。 

恐らくこれまでの取り組みが何らかの影響を与えてい

ると思われるが、これを参考に固定化した直線区間にお

ける新たな最大化の方策として、今後、置砂を実施予定

である。これは、旧川引き込みのための導水部掘削によ

り発生する土砂の有効活用も兼ねており、直線区間の上

流側水衝部に置砂を実施することで砂州の発達を促し、

河道の蛇行化を期待するものである。 

ただし、砂州の発達には通常、時間を要するとされて

いることから、今回の台風11号出水のように無次元掃流

力τ*が0.05を超えて長時間継続する状態が発生した際に

効果が発揮される。なお、置いた礫の移動範囲を把握す

るためのモニタリング調査手法は検討中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-9 台風11号出水による砂州の発達と蛇行化 

（KP33.0付近） 

 

６．まとめ 

2012年から実施している自然再生のための札内川ダム

放流及び2013年度から実施している最大化の取り組みに

より、「川の営力を利用した」礫河原面積の維持・微増

が成されている。 

また2011年に発生した約1/20規模程度の出水を参考に

してきたが、ダム放流及び旧川引き込みを行い、旧川を

維持することで、流路変動し得る複列流路が維持され、

そのことにより、1/3規模程度の小規模出水であっても

さらなる礫河原再生の効果が得られることが分かった。 

 

７．今後に向けて 

札内川の取り組みについては、今後、旧川引き込み

位置選定手法の確立、引き込み形状や、土砂の利用法

などを含め、礫河原再生技術として確立することを目

指す。また流路が固定化や直線化し、周辺に適当な旧

川が無い区間では置砂の有効性検証などを行い、引き

続きダム放流効果を最大化させるための手法の検討や

技術開発、各種調査、モニタリングを行い、検討と改

善を繰り返すことで、目標とする河川環境の質に到達

させたい。 

 

 

 

 

 

 

 

図-18 モニタリング調査の進め方 7) 

 

特に樹林化の進行が顕著な区間や流路変動等による再

生の効果が大きく期待できる区間を対象に地域の意見等

も反映させながら優先区間を設定して事業を進めたい。

なお、地元の観光業界により河原で外国人観光客をおも

てなしした事例も大きく報道され、国土交通省としても

ミズベリングによる地域活性化を推進しているため、河

原を活用した観光プランを模索し始めた民間とも協力し、

地域活性化に向けた連携を図っていきたい。 
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